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平成２２年度防衛関係費

(単位：億円、％）ＳＡＣＯ関係経費及び米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分を除く

平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度
区 分

予 算 額 対 前 年 度 予 算 案 対 前 年 度
増 △ 減 額 増 △ 減 額

[△0.8％］ [△0.4％］

47,028 46,826 △202防 衛 関 係 費 △398

［△0.8％］ ［0.4％］

20,773 △167 20,850 78人 件 ・ 糧 食 費

［△0.9％］ ［△1.1％］

26,255 △231 25,975 △279物 件 費

［△1.8％］ ［△0.9％］

16,911 △313 16,750 △160歳 出 化 経 費

［0.9％］ ［△1.3％］

9,344 82 9,225 △119一 般 物 件 費

（単位：億円、％）
平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度

対 前 年 度 対 前 年 度予 算 額 予 算 案区 分
増 △ 減 額 増 △ 減 額

［△5.5％］ ［△2.2％］

新 規 後 年 度 負 担 16,990 △981 16,623 △367

(注)１ ［ ］は対前年度伸率の数字である。．
２．計数は、四捨五入によっているので計と符合しないことがある。

３．平成21年度予算額は、当初予算額である。

． 、 。４ 行政刷新会議による事業仕分けの結果 平成22年度予算案は概算要求から約１６８億円減



- 2 -

（単位：億円、％）ＳＡＣＯ関係経費及び米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分
平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度

対 前 年 度区 分 予 算 額 予 算 案対 前 年 度
増 △ 減 額 増 △ 減 額

［△37.9％］ ［50.9％］○ＳＡＣＯ関係経費
112 △68 169 57歳出

［△4.3％］［△28.2％］

61 △24 58 △3新規後年度負担

○米軍再編関係経費

3.2倍 [50.9％]（地元負担軽減分） [ ]

602 411 909 307歳出
49.6％ [△21.6％][ ]

136 321 △88新規後年度負担 410

なお、平成22年度予算案（ＳＡＣＯ関係経費及び米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分
を含む）は、４７，９０３億円である。

防衛関係費の推移（５ヵ年分）

ＳＡＣＯ関係経費及び米軍再編関係経費のうち地元負担軽減分を含む（単位：億円、％）

平成22年度
区 分 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

予 算 案

防 衛 関 係 費 48,136 48,013 47,796 47,741 47,903

対 前 年 度 伸 率 △ 0.9 △ 0.3 △ 0.5 △ 0.1 0.3



- 3 -

主 要 項 目 内 訳
（単位：百万円）

平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度
区 分 備 考予 算 額 予 算 案

１．事態の抑止・実効的対処による我が
国の防衛・安全確保

弾道ミサイル防衛システ（１）弾道ミサイル発射への対応 １１１，１９９ ５３，８１３ ・
ムの更なる充実・強化

特殊武器による攻撃、大（２）特殊武器による攻撃、大規模・特 ８５，３９７ ６５，７５５ ・
規模・特殊災害、大規模感殊災害等への対応
染症に対応する装備品等

・特殊部隊攻撃に際する重要（３）特殊部隊攻撃等への対応 ９５，３８３ ９１，２４４
防護施設の警戒、防護等

・将来脅威に対応するための（４）巡航ミサイル攻撃等への対応 － ８，３０５
先進的な装備品の研究開発

・航空優勢確保のための戦闘（５）航空優勢の確保 ８９，１８２ １６，１２６
機の能力向上等

・対潜戦能力等の強化（６）海上交通の安全確保 ２１３，６６０ ２０５，６９７

情報収集・警戒監視活動２．地域環境・秩序の一層の安定化 ・
による情報優越を確立する平素からの警戒監視等の活動拡大 ２０，６６５ １０４，２２５
ための体制を充実

・国際活動関連装備品等の改３．グローバルな安全保障環境の改善 １６，９９３ １０，９２６
善・充実等

４．宇宙関連事業及びサイバー攻撃対処
等への取組

・防衛分野での宇宙利用の促（１）宇宙関連施策の推進 ６３，２８１ ５１，１８９
進、Ｃ４ＩＳＲ能力の向上

及び先進的な装備品の研究（２）Ｃ４ＩＳＲ能力の向上 ３，１５４ ６，９７９
開発の実施

（３）先進的な技術研究開発の推進 － ４，０４８

５．着実な防衛力整備（主要装備品等） ６８４，９８４ ６２６，０８３

・キャンプ座間への陸自中央
即応集団司令部の移設、横６．米軍再編への取組（抑止力の維持等 ２３，７５６ １２，８２４
田飛行場への空自航空総隊に資する措置）
司令部の移設等

・基地周辺対策経費、在日米
軍駐留経費負担、施設の借７．基地対策等の推進 ４３５，４０５ ４３４，６２１
料、補償経費等

・土地返還のための事業、訓
練改善のための事業、騒音ＳＡＣＯ関係経費 １１，３８４ １１，２４４
軽減のための事業、ＳＡＣ

Ｏ事業の円滑化を図るため

の事業

・在沖米海兵隊のグアム移
転、普天間飛行場の移設、米軍再編への取組（地元の負担軽減等 ９６，３９０ １２７，２１８
空母艦載機の移駐、再編交に資する措置）
付金等

（注１） 金額は契約ベースである（以下、同じ 。）
（注２） 装備品等の製造に係る初度費を含まない（以下、同じ 。）
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主要装備品等内訳
（単位：百万円）

平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度
区 分 備 考

予 算 額 予 算 案

（１）航 空 機 １５８，１５９ １００，７０９

（陸 上 自 衛 隊） ３１，５００ ２４，４２９
（観測ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ(OH-1)）

４機分を短期集中調達す① 観測ヘリコプター ( O H - 1 ) ２機 ４機
ることによる経費削減

② 多用途ヘリコプター (UH-60JA) １機 ３機

③ 輸送ヘリコプター (CH-47JA) ４機 １機

④ 新練習ヘリコプター １機 １機

（海 上 自 衛 隊） ２８，８８３ ４１，６９１

① 次期固定翼哨戒機 ( P - 1 ) － １機

② 哨戒ヘリコプター (SH-60K) ２機 ３機

③ 救 難 飛 行 艇 ( U S - 2 ) １機 －

④ 初 等 練 習 機 ( T - 5 ) ５機 ４機

⑤ 次期回転翼練習機 (TH-135) ３機 ３機

（航 空 自 衛 隊） ９７，７７６ ３４，５９０

① 戦闘機(F-15)近代化改修 ※ ２２機 ２機
（部品等:６０機） －

② 戦闘機(F-15)の自己防御能力 － ２機
の向上 ※

③ 戦闘機(F-2)の空対空戦闘能 － １機
力の向上 ※ （部品等：４機）

④ 戦闘機(F-2)へのJDAM機能の － －
（ ）付加 ※ （部品等:１２機） 部品等：３５機（ ） F-2へのJDAM機能の付加

・35機分の改修部品を短

期集中調達することによ⑤ 輸送ヘリコプター (CH-47J) － １機
る経費削減

⑥ 早期警戒管制機(E-767) １機 ３機
レーダー機能の向上 ※

⑦ 早期警戒機(E-2C)の改善 １機 １機※
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（単位：百万円）

平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度
区 分 備 考予 算 額 予 算 案

（２) 艦 船 １９２，３２８ １６８，０１０
［ ， ］[１６，０６９ｔ] ２３ ５５０ｔ

① 護 衛 艦 ( D D ) ２隻 －

② 護 衛 艦 (DDH) － １隻

③ 潜 水 艦 ( S S ) － １隻

④ 掃 海 艇 (MSC) １隻 －

⑤ 敷 設 艦 (ARC) １隻 －

⑥ むらさめ型護衛艦等の １隻 １隻
短SAMシステム換装 ※

⑦ 支 援 船 ８隻 ６隻

（３）誘 導 弾 １０４，３４８ １１６，１８７

（ 陸 上 自 衛 隊 ）

① ０３式中距離地対空誘導弾 ２個中隊 １個中隊

② ９１式携帯地対空誘導弾（Ｂ） １９セット ２２セット

③ ９６式多目的誘導弾システム １セット １セット

④ 中 距 離 多 目 的 誘 導 弾 １０セット １３セット

⑤ ０ １ 式 軽 対 戦 車 誘 導 弾 ４３セット ３９セット

（ 航 空 自 衛 隊 ）

① ペトリオット・システムの改修 － ６個高射隊



- 6 -

（単位：百万円）

備 考区 分
平 成 ２ １ 年 度 平 成 ２ ２ 年 度
予 算 額 予 算 案

（４）火 器 ・ 車 両 等 １０９，２１１ １１３，３８６

① 新 戦 車 － １３両

② ９９式自走１５５㎜りゅう弾砲 ８両 ９両

③ ９６ 式 装 輪 装 甲 車 １６両 １７両

④ ８ ７ 式 偵 察 警 戒 車 １両 ３両

⑤ 軽 装 甲 機 動 車 ２０３両 １１９両
（陸上自衛隊） （１８０両） （９３両）
（航空自衛隊） （２３両） （２６両）

⑥ 車両、通信器材、施設器材等 ７７，８５７ ７６，４６８

（５） 弾 薬 １２０，２０５ １２６，９２８

（注） ※の付いている戦闘機(F-15)近代化改修、戦闘機(F-15)の自己防御能力の向上、戦闘機(F-
2)の空対空戦闘能力の向上、戦闘機(F-2)へのJDAM機能の付加、早期警戒管制機(E-767)レー
ダー機能の向上、早期警戒機(E-2C)の改善及びむらさめ型護衛艦等の短SAMシステム換装につ
いては、既就役機・既就役艦の改善に係る事業であるため、機数、隻数及びトン数の合計に
は含まない。なお、戦闘機(F-15)近代化改修、戦闘機(F-2)の空対空戦闘能力の向上及び戦闘
機(F-2)へのJDAM機能の付加の調達数量については、上段が機体改修の役務の機数を、下段が
能力向上装備品のセット数を示す。
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